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Abstract 
This paper is a translation from the preface of the following book: Geschichte der deut 
schen Volksdichtung (ed.: Hermann Strobach， Akademie Verlag 1981， Berlin). My main 
reason for translating it is to introduce the authou's way of thinking to Japan. The author， 
Hermann Strobach， has outdated the standpoint of the idea of the“Grundschicht"; he pro 
poses a new thought: the creative of the people in the “Grundschicht" is also the most im 
portant moment for the development of the formation of the variations in the field of“oral 
tradition'¥Predominatly there has been an fixed idea of jomin (people in the “Grund 
schicht") in J apanese folklore. And there is no clash with the classic image of jomin. 1 hope 












































































































































































































































































































































































































けする。要するにわれわれは タイプ ジャンルなぞの諸構造をうる O 結局あ
る任意の時点の民衆文芸の全構造をうる。この仕事によって，諸要素やその関
連はつねに変わるものであることがわかる。民間伝承の現実を模写する実際の
資料のなかに，運動が優勢なものとしてあらわれる。ゆえに構造と発展を歴史
的事象の対立する規定として考察することは，方法的なあやまりである。むし
ろ社会的諸現象はつねに発展する構造として存在する。伝承された資料の全体
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性のなかに，動力となる要素と画定を保つ要素，優勢な要素と劣勢な要素な
に現実のなかに存在する弁証法的な交互作用とその諸関係を，運動する構造
として，事実に即して模写することに成功するならば，民衆文芸の歴史的論述
は，はじめてなされうる。これはもちろん抽象を要求する。入手された全資料
はただ基礎であって，歴史的論述の内容ではありえない。それどころか，分析
と記述がはじめて実際に資料の歴史的な解明，つまり発展を究明し論述するも
のであり，あたえられた事実から歴史的傾向，歴史的諸法則をつかみだす。
11).部分性と全体性
そのための基本的な前提として，次の事実に注目しなければならない。すな
わち，社会的現実性のいかなる領域にも，つまり文化のいかなる分野にも，絶
対的な独立性，さまざまな種類の部分領域の絶対的な自律性というものは存在
しないのである。それどころか，すべての部分領域と現象は全社会の全体性の
なかに秩序づけられている。何重かの多種多様な相互依存と相互作用の関係を
なすこの秩序は，かなり多くの連結項によって媒介されていることはたしかで
ある。しかしながら全社会の全体性，その構造・および発展の諸関係と法則性
がつねに最終的な決定的判断をくだすのであって，それによって個々の社会的
領域の構造のーおよび発展の関連と運動形式の具体性が決定される。結局その
根拠は，社会的生活の諸現象はそれ自体のみによって存在したり，あるいは運
動するものではない。すなわち民衆文芸は決して「民衆文芸J. つまりそれ自
体のため，またそれ自体によって発展する事物ではなく，すべての歴史は，
「自らの目的を追求する人間の営為以外のものではない」のだ。しかしながら
人間は自身の目的をたがいに孤立して追求する。その歴史的構造のなかで一定
の社会的諸領域が最終的に優勢を占める。直接的にあたえられた諸事実が法則
的に構造化され，そして運動する社会の全体性のなかの特殊な関連において考
察されるならば，民衆文芸の研究は歴史的認識という結果に到着する。社会的
全体性は，すべての社会層のなかでも，またこの社会層の相互のあいだの関係
においても，対立しつつ，つねに運動し発展する社会的基本構造をもっ。われ
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われの考え方によれば，社会全体のなかのすべての部分領域は，結局は生産力
と生産関係の弁証法によって決定される O 「この弁証法との関連において，経
済的，政治的，イデオロギー的形式と領域における階級関係の全体が発展す
るJ。その帰結として，われわれは資料が媒介するすべての事実を構造，運
動，上記の社会的基本構造の認識などとの関連において観察することができる
し， しなければならない。この社会的基本構造をわれわれは経済的杜会構成と
よんでいる。このーすでに述べたごとくたいていは幾重にも媒介された一関連
において，はじめて事実は歴史的なものになり，事実の比重は測られ，評価を
うける。この関連において社会的生活の何らかの領域の歴史的事実の本質がは
じめて認識され，人間社会の構造と発展における法則的なものの要因となる。
12 ).位置価 Stellenwertの概念
こうして民衆文芸の歴史的な機能・運動・発展，とくにその諸条件と諸原因
は，結局はそれぞれに具体的歴史的な社会的基本構造にたいする関連によって
説明されうる。その方法的な手掛りとして，われわれのもちいることができる
のは「位置価」の概念であろう。民衆文芸とその部分領域，すなわち個別ジャ
ンル，テキスト群，テキストのタイプなどのそのつどの位置価を，文化と社会
の全過程のなかで決定し，社会の全構造とその発展にたいする関係において，
この位置価の変転を跡づけるように歴史的論述はこころみるであろう。これに
よってはじめて発展の諸傾向は認識可能となり，また発展傾向はその諸条件の
省察によっても説明可能となろう。具体的な研究と論述における，この方法的
諸原理の実践的実現は，もちろんまだまったく複雑であり，問題は山積みとな
っている O これは現実の研究活動とそのつど必要なる論述方法において，つね
にあらたにためされ，解答されなければならない。しかし問題の解答というこ
とでは，われわれは民間伝承のまったく初歩にいる。とくにこの理由から，本
書「ドイツ民衆文芸史」は，はじめての試みのーっという性格をもっている。
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13 ).民衆文芸における並起・継起，伝統・革新と保守・変転
民衆文芸は，歴史的分析のしめすところによれば，つねに「並起」と「継
起」の，また伝統と革新，保守と変転によって特徴づけられていた。いかなる
時代においても，われわれが民衆文芸史のための典拠資料をもって以来，伝統
的な要素とあたらしい要素は並んで、存在したし，また同時にともに変転をとげ
発展してきた。この問題は，現代に日を向けると，民衆文芸は死滅するのか，
あるいは，変化した諸条件のもと，おそらく完全に他の諸形式において実現を
みる発展傾向のさまざまな可能性をもつか，というインターナショナルにおお
く論議されている問題にいたる。われわれの論述は，現実の歴史的発展によっ
て決定されるべきこの問題をすでに解決しよう， とは要請しなし当。けれどもこ
の問題を自らに課し，あたらしい過程を注目することによって，問題を指摘し
おきたい。
14 ). ドイツ民衆文芸を考えるドイツ社会主義の立場
それゆえ，われわれの論述のための本質的な出発点をなすのは，次の認識で
ある。歴史的な過程にある社会主義社会の，変化をとげた生活方法と向上した
教育水準および恒常的に発展する勤労人民の社会的およぴ文化的意識は，文化
的生産性と文化遺産を獲得する可能性と能力において，質的にあたらしい段階
にいたったO この基礎のうえに伝承された民衆文芸は変化した位置価をうる。
階級の対立するこれまでの社会においては，革命的プロレタリアートの文化運
動創出の以前には，民衆文芸は民衆の優勢的多数，すなわち搾取され抑圧され
る階級と層が言語・芸術的領域においておこなう創作活動と文化生活がほとん
ど唯一の表現であった。それにたいして社会主義社会においては，搾取と抑圧
から解放された勤労階級と層は，かれら自身の文化的諸伝統そのものを教養財
と文化的遺産として採りあげ継続する。勤労人民は民衆文芸のなかに，生活と
芸術的創造の証拠を，また階級対立社会においてなされた，人民大衆の何百年
にもわたる自由と公正のための格闘の証拠をみとめる。この証拠を勤労人民は
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自らの階級意識を豊かにし，積極的な文化活動をおこなうためにもちいる。こ
のことがとりもなおさず歴史的過程の構成要素となる。この過程において，勤
労人民の自ら創造する芸術的活動は，労働者階級，その党，また発達した社会
主義社会の教育・文化施設を基礎とする大衆組織の指導によって，囲内および
国際的な専門的芸術と緊密にむすびついて，歩一歩と展開する。それゆえ民衆
文芸の発展の傾向と諸形式について論述するとき，必然的にあっかうべきこと
は，社会主義的な民衆芸術の創造およびこれが民衆文化の歴史的伝統にたいし
てもつ関係，そしてその質的にあたらしい，特殊な個性などにみられる萌芽と
要素である。
15 ).本書の主眼点
この理論的および構想的観点から出発し，本書の論述で努力したことは以下
の点である。
1. ドイツ民衆文芸を文化的現象として論述し，その特殊な発展傾向を，歴
史的に変化する社会的諸関係を基盤とし，かっ全文化の発展にたいする関
係において解釈する。
2. 民衆文芸の諸現象においてみられる継続的な発展をとりあげる。これ
は，文化における，また言語・詩作上の自己活動というあたらしい形の姿
をもっところの，資本主義社会組織とそこにある支配的文化にたいして，
労働階級と他の勤労階級と層がなした斗いにおいて到達したものであり，
またさらに社会主義社会の建設のなかで到達したものである。
3. 諸ジャンル，内容，タイプ，題材，機能と形成方法などの多様性と歴史
的変転を提供する。これはドイツ民衆文芸の歴史において，はじめから現
代にいたるまで創出され，展開され，一部はまた消え去った。
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4.階級対立杜会における生活の困難なる諸条件のもとでなされた，このドイ
ツ民衆文芸の歴史の道における，民衆の創造的活動を評価し，この創造的
文化的活動の歴史的に限定された可能性と限界性を評価する。
5. ドイツ民衆文芸の発展を諸民族問・諸国家間においてみる。
言うまでもなく，この構想的観点をわれわれの研究状態を基礎にして実現す
るためには，多くの問題が未解決である。たとえば，民衆文芸に関する民族
間・国家聞の関係はいまだなおほとんど研究されていない。この関係は本書で
はただしばしば展望として，そして一般的な関係として暗示されうるだけであ
る。少なからざる歴史的時期，おおくの専門分野，無数の課題群(とくに美学
上の問題)が，われわれによってはまだ手をつけられていない。また他の問題
では，ほんの部分的成果にとどまっている。とくにこれは歴史のもっとも早い
時期と現代の過程について言える。ながい歴史的時間にわたる，民衆文芸のご
とききわめて多層的な構造物の論述をしよう，しかもポケット版として構想さ
れた本におさめようというのであるから，歴史の初めから現代までの発展傾向
の記述と説明は，梗概にとどめなければならなかった。著者たちはこの論述の
不充分さと歓落を自覚している。ドイツ民衆文芸の歴史的過程に関する情報は
一般の人々には欠けている。しかし民衆文芸の諸伝統にたいする社会的関心は
増大し，情報に対する需要が多くなっていることに直面して，著者たちはすで
に現在到達した研究状態にもとづいて，歴史的概観を執筆し，公衆に委ねる気
になったo著者たちは，批判的指摘を感謝をもって受けいれ，次版が刊行され
る改訂のさいには良心的に利用させていただくであろう。
索引は読者を助けるであろう。横断的な連携を探しだし，異なる歴史的時期
における一定の現象とジャンルの記述聞に，たがいの関連をつけることができ
ょう。付録の精選文献目録は，重要文献である民謡集と研究活動を歴史的に記
録し，学徒と興味をもっ読者にたいして， ドイツ民衆文芸，またかれらが関係
する民衆本と大衆文学の一層の研究のために指示をあたえるようにしである。
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本としての完成のため，一定の領域ごとに資料と参照指示が役立てられ，そ
して相応する文献目録が作成された。ウルリヒ・ベンツィエン(なぞ).ヨハ
ンナ・ヤエネッケ(呪文，祝詞，誓文).ハイナー・プラウル(大衆文学).フ
リードリヒ・レートリヒ(諺).アンネリーゼ・シュミット(民衆本)が担当
者である。ヘルタ・ウールリヒは文献目録と注釈の通読をもって著者をたす
け，また索引を作成してくれた。インゲボルグ・ミュラーは校正刷りを読んで
くれた。著者たちは， ドイツ民主共和国・科学アカデミー・歴史学中央研究
所・文化史・民俗学部門の同僚たちから，かなり多くの価値ある指摘をうけ
た。御支援と共同の仕事をしてくださったすべての方に，心より御札申しあげ
る。
(昭和60年5月21日 受理)
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